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曰本と中国における「現代の諸課題」学習の方法に関する考察

Studyonthelnethodoflearningfor‘`nlodernissue
ll

in《JapanandChina

林紀代美

ＫｉｙｏｍｉＨＡＹＡＳＨＩ

中島康博＊

ＹａｓｕｈｉｒｏＮＡＫＡＳＨＩＭＡ

本稿では、日本と中国を対象として、両国の社会科系科目のカリキュラムや教科書における

人口問題や環境問題のような「現代の諸課題」の学習の目標、内容、方法を比較考察し、今後

の学習展開の改善のための方策の示唆を得ることを目的とする。特に、現代の諸課題の中でも、

近年注目されている人口問題について取り上げ、主に中学校段階を対象とする。

Ｉ．はじめに

近年、社会構造の著しい変化に伴って、現代

社会では様々な問題が発生している。例えば、

地球温暖化をはじめとする環境問題やエネル

ギー資源問題、都市問題などが挙げられる。こ

れら「現代の諸課題」は学校教育においても学

習内容に取り上げられており、問題意識の醸成

に努められている。この問題は、複雑で重層的

であり、解決することは非常に困難を伴うが、

将来を担う子どもにとっては無関心な事柄では

ない。中学校社会科の中でも「現代の諸課題」

について取扱う単元が存在する。しかし、確実

に、積極的に学習がなされているかについては

疑問が残る。

本稿では、日本と中華人民共和国（以下中国）

を対象として、人口問題や環境問題などの「現

代の諸課題」が、学習指導要領（課程標準）や

教科書において、どのような内容や方法で扱わ

れているか、比較考察することにより、今後の

｢現代の諸課題｣学習の方法の改善を検討する上

での示唆を得ることを目的とする。近年、中国

と日本は歴史教科書や歴史認識の違いによって

軋礫が生じており、日中の社会科系科目教科書

の研究では歴史教育および歴史教科書の内容分

析が研究の主流を占めている（例えば、二谷，

1994；庄司，2004)。しかし、地理的分野や公民

的分野に関わった研究は少ない。また、地理教

育や公民教育の研究としては欧米諸国を対象と

した研究は多いが、発展途上国（第３国）につ

いての研究は少ない。中国は世界の中で最も多

くの人口を抱える発展途上国でありながら、今

後経済的に急成長することが推測される。その

ような中国の社会科教育の実施状況や「現代の

諸課題」を取り上げた学習展開について注目す

ることも、意義のあることである。

日本では少子高齢化が急速に進行し、深刻な

社会問題となっている。しかし、平成15年度小

中学校教育課程実施状況調査によると、この単

元の学習を嫌いであると答えた生徒は約５割に

達している(1)。さらに、ユネスコ（国連教育科

学文化機関）は、1974年に『国際理解、国際協

力および国際平和のための教育ならびに人権お

よび基本的自由についての教育に関する勧告』

をまとめ、「人口増加およびこれに関する諸問

題」を教材化することを提唱している（岩渕，

1997)゜このようなタイムリーな話題である人

口問題について、子どもに関心を持たせること

は必要なことである。そこで、本稿では多岐に
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の中で主体的に生きる資質や能力を育成するこ

とを重視している（文部科学省，1999)。そのた

めに、地理的分野で学習した基礎的知識・技能

を活用させながら、公民的分野においては「世

界平和と人類の福祉の増大」の実現に考慮し、

社会的事象を関連付けて、課題を追究する学び

方を設計している。

渡る「現代の諸課題」のうち特に人口問題の取

り扱いに注目することとする。

なお、本稿の目的は「現代の諸課題」学習の

今後の効果的な示唆を得ることであるので、方

法論（教科書における発問や資料提示の方法）

を中心に述べ、中国の人口問題に関する社会的

背景については深く言及しないこととする。

Ⅱ日本の社会科系科目における人ロ関連

事項の取扱い

中学校社会科において、人口に関連する内容

を取り上げている分野は、地理的分野と公民的

分野である。本章では日本の学習指導要領と教

科書での人口に関する内容の取扱い状況につい

てみていく。

２.中学校社会科教科書における取扱い

本節では両分野の教科書における人口に関す

る内容の取扱い状況についてみていく。

現在使用されている中学校社会科教科書（地

理的分野）６冊(2)を調査すると、人口を系統的

に取り扱っている単元と、地誌学習の中におい

て取り扱っている単元があり、約８～10ページ

の分量で書かれている。内容について見ると、

①世界の人口（開発途上国における食料問題)、

②日本の人口構成（少子高齢化問題)、③日本

の人口分布（大都市への人口集中、人口移動、

過疎.過密問題)の３つに大きく分類できる。ま

た、ほとんどの教科書は、世界や日本の人口の

増加率や構成などを表やグラフ、主題図の作

成．判読に取り組む場面を設けていた。この単

元では適切な資料の作成・選択・考察などの能

力の育成が主眼に置かれていると言える。また、

世界の国々の学習において、中国を取り上げ、

－人っ子政策について言及している教科書も

あった。

一方、公民的分野の教科書では、最終単元で

ある「世界平和と人類の福祉の増大」において、

人口と食料問題をセットにして項目を設定して

いる教科書が多い.また、教科書の中には、社

会保障の単元で、人口ピラミッドを資料として

用いて、少子高齢化が進行すると、今後、現在

の社会保障制度に多大な影響を与える可能性が

あると記述する教科書もある。

１．学習指導要領での取扱い

１９９８（平成10）年版では、地理的分野におい

て「２内容」の「（３）世界と比べて見た日

本」「ア様々な面からとらえた日本」「(イ）人

口から見た日本の地域的特色」の中で取り扱わ

れている。そこには「世界的視野から見て、日

本は人口が多く、また、人口密度が高く、平均

寿命が長い国であること、少子化、高齢化に伴

う課題を抱えていることといった特色を理解さ

せるとともに、国内では平野部に多くの人口が

集中し、過疎・過密がみられることを大観させ

る」とある。一方、公民的分野においては、人

口問題に直接関わる内容は記載されていないが、

人口問題と大きな関わりがある環境問題や資

源・エネルギー問題については、「ウ世界平

和と人類の福祉の増大」で取り上げられている。

現行の学習指導要領では、国際社会に主体的

に生きる日本人としての資質や能力を広い視野

に立った社会認識を通して育成することが改訂

の趣旨のひとつとして挙げられている。その目

的を達成するために、日本や世界の諸事象に関

心をもって、多面的・多角的に考察し、公正に

判断する能力や態度、国際協力や国際協調の精

神など、日本人としての自覚を持ち、国際社会

Ⅲ中国の社会科系科目における人ロ関連

事項の取扱い

本章では、中国の社会科系科目のカリキュラ
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図１：「歴史と社会」の内容構造

(国立教育政策研究所2004：『｢教科等の構成と開発に関する調査研究」研究成果報告書（18）
社会科系教科のカリキュラムの改善に関する研究一諸外国の動向(2)』より引用）

かれていた「歴史」と、１～２年に置かれてい

た「地理」が、１～３年を通じて「歴史与社会」

という新しい統合教科になっている。しかし、

現在は、「地理」と「歴史」でも選択可能となっ

ている。

ムについて概観し、「現代の諸課題」（特に人口

に関する内容）が、課程標準や教科書でどのよ

うに扱われているかについて見ていく。

１．中国の社会科系科目のカリキュラム

中国では近年、学歴社会の形成により、受験

戦争が激化したため、1990年代後半から「応試

教育（試験のための教育）から素質教育（思想

道徳、教養や科学、心身健康などの基本的資質

を育てる）への転換」をスローガンに教育政策

を進められている。また、1999年１月国務院

が「２１世紀に向けての教育振興行動計画」を発

表し、拘束力の強い「教学大綱」を、弾力性の

ある手引きとしての「課程標準」へと移行させ

る措置がとられた。ただし、現在は移行中につ

き、一般地区では「課程計画」と「教学大綱｣、

実験地区では「課程設置実験方案」と「課程標

準｣という2組の教育課程の基準が並行して機能

している。さらに、2001年11月に教育部が「義

務教育課程設置実験方案」を通知し、教科の再

編・統合が進められた。中国の社会科系科目に

関しては、日本の中学校段階に相当する初等中

学ではこれまで、１～３年（７～９年級）に置

２．課程標準における取扱い

日本の学習指導要領にあたる中国の課程標準

によれば、「歴史と社会」は「公民教育を推進す

るための総合文化課程であり、その価値は、歴

史・人文地理、及びその他の人文・社会科学の

関連知識及び技術を総合し、現代公民が有すべ

き人文素質と社会的責任感を育てる」教科であ

り、その基本的性格は人文性、総合性、実践性

であるとされている。時間を縦軸に、空間を横

軸にして、中国社会の発展を中心に置き、現代

社会の基本問題を総合的に認識することを目標

としている（国立教育政策研究所,2004)。つま

り、地理的な要素と歴史的な要素を用いて、現

代の中国で起こっている諸問題について認識す

ることを目的としている。そのために、学習内

容の配置は、図１のような形態をとっている。

上述の学習目標や導入されるべき学習方法を

どのようにするか

(問題の総合）

なぜ

(史実の総合）

どのようであるか

(要素の総合）

社会はどのようにな

っているか

社会はどうしてこう

なったのか

社会はどのようにな

っているのか

私たちが直面するチ

ヤレンジとチャンス

私たちが生活する世

界
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表１：「歴史与社会」の目次

(『義務教育腺程標準実験教科谷歴史与社会』より筆者作成）

七年級ｌ私たちの生活と世界」（上・下）

1.社区での生活

わたしの竃はどこか

多祖多椴な社区

地図から伯樋を陵みとる

2.人顕が共同に生活する世界

大州と大洋

自然田境

世界大家庭

地球儀から世界を見る

3.中華各民族の人民の家慶

国土と人民

美しき山1１１

水と土が人を養う、

中国を己歴しよう

4.各地域がもつ特色ある地域
の生活

平原に暮らす

山を麟人と成す

水のそばに暮らす

草原で暮らす人々

乾燥する肥沃な土地

文明の中心一都市

ふるさとからの綴告

5.社会生活の変週

区域の物臆

身近な物騒

社会変週のＷｌ跡

過去がどのよう'二記されているか

身近な歴史を探ろう

6.社会に向かって歩む

社会の中の成長

みんなの世界

社会という舞台の上で

マスメディアカ$与える影客

7.社会生活の規則

規則力《なくなれば､社会は成り立たない

規則の中の自由成長

生活の中における規則の運用．

私たちは社会のJ1､さな主人

8.理かな文明生活に歩む

永遠に直面する選択

創案を適切に行う伯用は素８月らしく尊い

国家のため一人一人に宜任がある

文明生活の管理人になる

9.多租多彩な輔神生活

知匹は力なり

皿康向上の体育鞘神

文学芸術;蕊の世界を創造しよう

思想の追求

率直に｢流行｣を艦そう

八年級｢私たちの伝承の文明」(上･下）

1.前史時代

ヒトとサルにわかれる

原始風采と昔の人々の家庭

伝脱時代の文明のあけぼの

私たちの身近にある古い文明を係堕しよう

2.文明の起源

自然条件に願まれる大河文明

初期国家の形成

野蛮との別れ

世界の大きな移り変わりを感じよう

3.展耕文明時代(上）

ギリシア、ローマとヨーロッパ古代文明

キリスト紋文明と中世ヨーロッパ

アラブ帝国とイスラム文明

宗教の観点からみた文化の多祖性

4.囲耕文明時代(下)－どこま

でも続く中華文明

封建国家から天下統一へ

浪唐の盛世

多元文化の融合と世俗の時代

正月：私たちの身近な伝統を感じよう

5.エ案文明の２１１采

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

6.全地球を鰹き込む工案文明
の流れ

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

7.現代世界に向かって

商エ察の興起

思想の束縛を突き破る

世界が全体に向かって走り始める

資産階級革命:iUi体制の創立

挑戦に直面する中国

郎和のインド洋航海とコロンブスの航海の比較

世界を変えるエ乗文明

全体世界の丑終形成

工巣文明に突入する中国

工纂時代の社会変週

生活の中におけるエ巣文明を感じよう

全世界の皮助

Wiたな発展の道を拓く

民族復興の新たな道

冊かに変わり行く社会生活

全ての人が心を1つにした抗日戦争

Wf中国の因生

中華民族の100年の歴史を擬り返る

九年級｢私たちが直面するチャンスと挑戦」

4.経済成長と科学技術の逸歩

ととも

市俎経済に身をおいて

科学技衡の光を感じよう

時と逸む時代精神

5.国際社会での生活

経済のグローバル化に繍点をしぼって

規制を有する多撞な世界

多元文化の融合

6.未来に向かって

現代化の遵む道

新しいものをつくりだそう

歴史を楓り返り社会に関心を持ち未来に向かおう

1.チャンスとチャレンジに満ち

溢れた時代

戦後世界の新局面

共和国の苦労の歴史

現代化連股の新時代

時代のテーマと現在の中国

2.持鰹発展可能な社会をつく
ろう

たったひとつの地球
グ

中国が人ロ、資濁、国境問題に直面する

持綴発展可能－私たちの返択

3.新世紀の政治文明に同かつ
て

人櫓の歴租

人民が主人となる

法治国家の中で
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踏まえて、以下の単元、教授目標、内容目標に

よって人口問題に関わる扱いがある（国立教育

政策研究所，2004)。

＜｢私たちの生活と世界｣＞（７年級）

各種資料を用いて、我が国の自然と人文環境

の総体的な特徴を描述する

く｢私たちが直面するチャンスと挑戦｣＞（９年

級）

①典型事例と根拠となるデータを利用して、

現在の中国と世界の人口、資源、環境の形勢

について説明する。

②社会発展の影響に対する人口問題を列挙し、

計画出産を実行することが、我が国の国策で

あることを理解する。

③世界と中国の老齢化の動向について知り、

私たちがすべき態度や行動についてわかる。

④資源と私たちの生活との関係について描述

し、資源を合理的に利用することの重要な意

義について説明する。

⑤地域や地球の環境問題について知り、問題

解決には自分自身の努力や世界各国の協力が

必要であることを理解する。

⑥人口・資源・環境問題の関係について総括

的に述べ、３者の協調が社会を持続発展させ

ることができることを説明する。

上述から見て取れるように、生徒に人口、資

源、環境と発展の間に発生している問題につい

て理解させ、関係性を捉えさせた上で、問題を

解決するために国がどのような対策を実施して

いるのかを知り、持続可能な発展の必要性を認

識させることが学習のねらいであると言える。

また、資源問題や環境問題の根底には人口問題

があり、学習を通してこれを解決していこうと

する態度を持たせたいとする姿勢がみられる。

を取り上げる。

「歴史与社会」で使用されている教科書は､全

５冊で構成されている。表１に各教科書で扱わ

れる単元を整理した。７年級では、中国の自然

環境や人々の生活について触れておりｖ地理的

な要素が多く盛り込まれている。また、「社会

生活の規則」や「多種多彩な精神生活」のよう

に、人間の内面に関わる道徳的な項目も存在す

る。８年級では、主に中国や世界の歴史を通史

として取り扱っている。そして、９年級では、

現代社会において起こっている諸問題に関する

内容を取り扱っている。；

人口に関する内容が取り扱われているのは、

７年級（上冊）と9年級である。７年級では、

中国の人口分布の状況や少数民族の分布につい

て記述されている。人口分布状況については、

現在の人口分布に至った背景や、社会への影響

を考察する場面が設定されている。例えば、

｢どうして中国の人口分布がこのようになった

のか」や「このような人口分布はどのような方

向に影響をもたらすか」（課程教材研究所編

2004a,pp45)などの発問が明示されている。こ

れは、長い間の歴史や自然条件などから人口分

布に地域差が生じ、それによって様々な方面で

地域間格差が生じていることを子どもに捉えさ

せたいのであろう。また、資料分析能力の育成

に重点が置かれており、ここで身につけた能力

や基礎的な情報は、９年級における統合的な分

析学習での活用が可能である。

９年級では｢持続発展可能な社会をつくろう」

の項目で取り扱われている。人口に関する内容

が書かれた箇所は「第二単元建設可持続発展

的社会」（持続発展可能な社会をつくろう）で、

35ページに渡って書かれている。図２は、当項

目における内容構成を示したものである。これ

をみると、人口・資源・環境問題の関係性を理

解することに重きが置かれている。また世界の

人口問題の特徴を押さえた上で、中国の人口問

題の大きな要因である人口増加が、水資源や土

地資源を減少させ、その結果、環境や食料など

３．「歴史与社会」教科書における取扱い

本節では「歴史与社会」の教科書における人

口に関する内容の取り扱い状況について考察す

る。本節では、現在大半の中国の初等中学で採

択されている人民教育出版社の『歴史与社会』
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人ロ、資源､蝋境と発展

中国の人ロ､資源、
環境問題

世界の人口､資源、
環境問題

問題解決の対策

計画出産は我が国の
基本国策

人口、資源､環境と
発展の関係

.人口の多さ
･素質の低さ

中国の人口状況と問題

･歴史記載から考証
する
.現実生活から感じる

世界の人ロ増加の動向
と地域差異世界の人口問題

世界の主要な人口問題

･総量は多いが－人
当たりは少ない
･開発の程度と利用率
の低さ

天然資源の｢開源｣と
｢節流｣

中国の資源状況と
その問題

自然資源の概念と分類世界の資源問題

生態環境建設と
汚染管理

世界の主要な資源問題

･生態環境
･環境汚染

世界の主要な環境問題 持続可能な発展への道世界の環境問題 中国の環境問題

図２：人口に関する項目の内容構成図

(課程教材研究所編2004ｂ:『義務教育課程標準実験教科書

歴史与社会九年級全一冊』より作成）

の資源供給に悪影響を及ぼすという構造を捉え

る流れになっている。また、人口素質の向上の

ために、国家は多くの対策を講じており、その

成果が近年現れているとも記述されている。例

えば、いわゆる「一人っ子政策」に対しては、

例えば、「我が国の計画出産を１つの基本国策

とし、「晩婚・晩育｣、「優生・優育」を提唱す

る」（課程教材研究所編2004b，pp68）との記述

がある。また、「計画出産を実行する目的は、人

口数量の抑制と人口素質の向上にある」（課程

教材研究所編2004b，pp68）という記述もある。

このような記述の背景には、中国が多くの人口

を抱えており、その結果、環境問題や資源問題

が発生、深刻化している点が挙げられる。例え

ぱ、非識字率が人口の多い沿岸地区の都市部で

は低いが、内陸部では高いといった地域間の格

差が生じている。急成長する中国にとって、人

口の素質向上は必要であり、国民全体の素質の

ボトムアップは重要事項であることから、学習

において政策の重要性を強調し、注目させてい

るものと考えられる。

Ⅳ、日本と中国における「人ロに関する内

容」の学習の比較考察

本章では、前章までの内容を踏まえて、日本

と中国の「現代の諸課題」学習の特徴や方法を

比較し、今後の日本での「現代の諸課題」学習

のあり方について考える。
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１．カリキュラム構造

中国では中学校において「歴史」と「地理」

が統合され、「歴史と社会」という科目が設定さ

れ、総合社会科に向かっている。一方、日本の

中学校社会科の場合でもγ公民的資質という社

会の一員であるための態度を身につけることが

究極目標である。それに加えて学び方を学ぶこ

とも大きな目標に据えられている。また、カリ

キュラムは地理・歴史・公民の３つの分野で構

成され、冗型の配列が主流である。これは、社

会科としての統一性を保ちつつ、学問的系統性

に配慮した形となっている（森・山口，2001)。

しかし、複合的な問題を扱う「現代の諸課題」

学習をより効果的に展開することを考慮した場

合、従来の兀型学習の体系に縛られることなく、

３分野の単元の配置を工夫することも必要にな

るであろう。例えば、地理・歴史・公民の各分

野での最終単元に設けられている「現代の諸課

題」に関する内容を、３分野の学習の最後に１

つの単元として統合し、課題探求型の「現代の

諸課題学習」の場面を確保することが考えられ

る。これにより、一定の時間数が確保され、３

つの分野で培った基礎的な能力を融合させる効

率的な学習展開が可能になると考えられる。ま

た、大幅なカリキュラム構造の変更をしなくと

も、例えば、地理的分野や歴史的分野の学習で

は、基礎的な(知識や技能、視点などを身につけ

させることを重視して、抽象的で複雑な「現代

の諸課題」に関連の深いテーマについては公民

学習に移行させ、各分野での子どもに身につけ

させる能力を分担するなどの工夫によって、学

習の効率化を図る方策も考えられる。

もを持つことができないことが背景としてある。

そのために、教科書の中において、重要な国策

である計画出産（一人っ子政策）に対する正当

性を述べていると考えられる。また、人口問題

や環境問題を自国の問題として重く受け止めた

記述になっている。中国では、人口増加や改革

開放経済による社会発展が、生態環境に多大な

影響を与えている。教科書をみるとこれらの問

題に対する国の方針がはっきりと書かれている。

さらに中国の教科書では、「発展」という言葉が

頻繁に出てくる。環境問題は世界や中国国内の

問題ではあるが、まずは発展することが中国に

とっては第１であるという国の政策の正当性を

強調する記述がある。これらの点は、社会主義

国家（共産党国家）の中国らしさが現れている

と言えよう。さらに、記述方法は筋道が立てら

れたものとなっており、課題追求型の学習に展

開しやすいようになっている。しかし、提示さ

れた手１１頂での学習展開に限定され、子どもに特

定の考え方に誘導する危険性も含んでおり、日

本では単純には参考にしづらい点もあろう。

一方、日本の場合は地理的分野での取扱いを

重視しており、この単元では、グラフや表、図

などから分布状況や人口の特徴を読み取ること

を重視した内容となっている。日本の教科書は

コンパクトにまとまっている反面、物事の解釈

が一面的で、用語・固有名詞の羅列になってい

る（武田，1991)。立場によって人口問題に対す

る認識の違いも生じる。人口問題を考えるため

には、「人間の数」だけではなく、背景を理解す

るために、環境、開発、人口の基本的な関係を

おさえる必要がある。さらに、食料問題や南北

問題に関する単元において、アフリカの飢餓に

苦しんでいる写真を掲載する教科書が多い。し

かし、子どもに、アフリカに対する偏ったイ

メージを与える危険性があり（藤井，1994)、利

用する資料の選択や提示には配慮が必要である。

中国の教科書では、インドや日本の人口問題に

ついても取り上げ、国によって異なる人口問題

が発生していること、自国と共通の問題を抱え

２．教科書における記述内容

教科書は、各国の事情を反映している。中国

の人口問題への認識と日本のそれに対する認識

は、異なる点がある。例えば、中国の教科書で

は「優生・優育」という言葉が使われている。

これは、中国では人口の著しい増加により一

人っ子政策を採用しているため、－人しか子ど
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なっており、自分で文献や資料、データなど収

集しなければ、答えられないような内容となっ

ている。ただし、指導書には設問に関わる参考

資料や助言の仕方などについての記述があり、

教員の指導を補助している。さらに、中国の教

科書の中では、人口問題を解決するために、挙

げられた選択肢について、子ども自身に「～に

ついてあなたならどうするか？」と問いかけ、

自分の問題として認識・意識させようとして

いる。この点に関していえば、課程標準の目標

や理念にあるように問題解決能力の育成に繋

がる。

日本の場合も単元の最初に課題が設定されて

いる教科書が多くみられる。しかし、ほとんど

の課題が教科書の文章を読むことで、その解答

がわかるような構成になっており、中学生自身

が思考する場面が乏しいことが欠点である。こ

のような構成をとっている理由は、中学生に

とってのわかりやすさや事項に関わる知識・情

報の簡素な伝達を優先するためと考えられる。

日本の教科書も、「思考・判断」や「技能・表

現」の育成のための作業場面を設けている。し

かし、答えが示されていることで、最終的には

｢知識･理解」のためのものとなっている可能性

がある。子どもが社会問題に興味を持ち、現代

社会の課題への気付きや公民としての教養育成

のためにも、内容を発展させる仕掛けが必要で

ある。そのためにも、教科書は子どもが自ら学

ぶための道具（学習材）として機能を重視した

ものであるべきである。．

ていることについて言及している。このように

子どもが様々な視点から物事を捉えることがで

きるように配慮した教科書が求められる。

また、日本の教科書は中国に比べ文章が少な

く、写真やグラフが多く盛り込まれており、参

考書としての機能が強い。社会科の授業では教

科書はあまり使用されない傾向がある。しかし、

教科書は「教科書の発行に関する臨時措置法」

(第２条１項）において、教科の主たる教材と規

定されており、授業を行う際に活用できる教科

書でなければならない。また、子どもたちに

とってわかりやすい教科書という意味だけでは

なく、教師にとっても授業を構成する上で、有

益な教材のひとつとして機能しなければならな

い。近年では、内容の厳選により教科書のペー

ジ数自体も減少している。文章量が減り読やす

くなったが、そのことで内容が浅くなったとす

れば、学習目標のひとつである多角的・多面的

な考え方を身に付けさせることができるだろう

か。より内容を掘り進めるためには、必要な説

明を適切、適量に示すことが必要である。現行

の教科書は生徒の興味・関心を持たせるためと

は言え、あまりにも子ども中心主義な色彩が強

い教科書のスタイルであるように見受けられる。

ただ単にイラストや図などを載せるのではなく、

子どもに考察するために必要な資料を自分で探

す力を身に付けさせるような工夫が教科書にも

求められる。

３．教科書における課題提示の方法

中国では、課題追求的な学習における出題内

容や方法が比較的難易度の高いものとなってい

る。例えば、教科書の中で設定されている問題

の多くには「～を論証しなさい」や「～を分析

しなさい」という文言が見られる。このような

設問では、内容が複合的な要素を含んでいるた

め、学際的・分野的横断的に情報や技能を活用

することが求められる。その設問も、中国は内

容的に非常に深く掘り下げる課題（答えが文章

や資料の中には書かれていない課題の設定）と

４．社会科における「現代の諸課題」学習の方

向性

社会科教育において、社会認識の育成と公民

的資質（態度）の育成のどちらを重視すべきか、

という議論がある（例えば、桜井，１９９９；斎藤，

2003など)。しかし、態度を育成するとしても、

判断や行動の決定の前提として、系統性のある

内容は押さえておく必要がある。また、多角

的・多面的な見方・考え方や学び方を身につけ
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るためにも、基盤となる一定水準の系統的な内

容を習得する必要がある。そのためには、現行

の教科書のように子どもたちの読みやすさだけ

を重視した教科書ではなく、文章化された一定

の情報も掲載し、系統性を保つことも必要であ

ろう。それを踏まえた上で、子どもたちが思考

する場面を設ける必要があるのでないだろうか。

また、「どのように」（事実認識）の視点だけで

はなく、「なぜ」（原因）の視点からも考えるこ

とができる場面も必要である。特に、人口学習

ではデータや資料などが多く用いられ、数値へ

の注目や確認や人口ピラミッドなどの資料作成

で終始しがちである。しかし、地域の社会的・

経済的背景にまで迫ることができる、より深い

学習が求められる。そのためにも教師側はそれ

に迫ることができる資料や発問を準備する必要

がある。加えて、子どもが自ら課題を発見する

ような学習ができる仕掛けづくりが必要である。

その点から判断すると、中国の教科書の設問な

どの記述スタイルは参考にできる可能性を秘め

ている。

また、人口問題の捉え方に関しても、先進国

と発展途上国とでは、それぞれの国に暮らす

人々の価値観が異なるために、違った考え方を

もっている。このように、一方的な立場からの

見解や考え方を教えるのではなく、多方面の視

点から子どもに気付かせる必要`性がある。例え

ば、一人っ子政策が中国では必要とされた理由

を子どもに考えさせることも必要なことである。

たとえ日本人にとってその考え方が不合理な政

策でもあっても、なぜ中国ではそのような政策

を採用するのかを考える契機を子どもに与える

ことは重要なことである。また、合意形成型授

業（例えば、水山，２００３；吉村，2003）も多面

的・多角的な考え方を育成する効果的な方法と

して挙げられる。この授業の場合、一方的な立

場からだけではなく、他の立場に立って考える

ことも必要なことから、解決が困難である「現

代の諸課題」の学習には効果的であると言えよ

う。

現代の社会問題は複雑な構造をしており、子

どもたちにとって把握することは難しいことで

ある。学習課題の考察を促すためには、子ども

が構造全体を捉えやすくするための配慮が必要

である。例えば、中国の教科書（課程教材研究

所2004b，ｐｐ４４）にあるように、フローチャー

トや概念地図法を用いることが考えられる。そ

うすることによって効果的な「現代の諸課題」

学習が展開できよう。

Ｖ・おわりに

本稿では、日本と中国における、「現代の諸課

題」学習（特に人口問題を中心に）に関して比

較考察を行なった。このように、政治・社会制

度が異なる発展途上国（第３国）に目を向ける

ことによっても、自国の教育の方法やシステム

の改善に有益な示唆が得られることもある。工

夫次第では、社会科の授業の中で、諸外国で使

用されている教科書に包含されている情報を教

材として活用できる可能性もあろう。本稿が発

展途上国（第３国）の地理教育をはじめとする

社会科教育研究の一端になることができれば幸

いである。

本研究では、より実践的な調査、つまり中国

における授業での具体的な教科書活用方法や、

評価の方法について調査することができなかっ

た。問題解決型学習や探究学習を進める際には

どのような基準で評価すべきかについてしばし

ば指摘されおり、より実践的な研究・調査が必

要である。以上、残された点については、今後

の課題である。

本研究は、中島康博「日本と中国における

｢現代の諸課題」学習の構造・方法に関する考

察」（平成18年度金沢大学大学院教育学研究科

修士論文）をもとに作成された。また本論作成

にあたり、本学外国語教育研究センターの杉村

安幾子先生には中国語訳出に関する指導・助言

を頂いた。本論文の最終的な構成調整等は、林

紀代美が担当した。従って、論文の責任は林が
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（http://www､nier､gojp/kaihatsu/katei-h

l5/indexhtm）

負うが、本論の功績は、中島康博に帰するもの

である。記して敬意、感謝を申し上げます。

＜注＞

1．平成15年度小中学校教育課程実施状況調査

によると、中学２年生を対象として、日本の

自然環境、人口、資源や産業などの地域的特

色を関連付けて、世界的視野から見た日本の

地域的特色、日本全体の視野から見た諸地域

の特色を捉える学習の好き嫌いを質問すると

「好きだった」と答えた生徒は21.4％、「きら

いだった」と答えた生徒は46.8％だった。

２．時事通信社『内外教育』２００５（平成17）年

１２月20日号〔5618号〕を参照にし、2006年度

採用の教科書を利用した。
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